令和３年度(2021年度)　ＦＳ計画書（技術開発調査事業）
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)ＦＳ計画書　（技術開発調査事業）

令和　　年　　月　　日
	申請者	会社名 	
	所　属 	
	氏　名 	

１．事業名
事業名は、次のように“〇〇事業”として下さい。
「○○についての…事業」
ユーザーニーズ型の課題を選択された方は、（ユーザーニーズ型）と記載して下さい。

２．事業目的
1）目指す新製品開発事業の概要
以下について、わかりやすく記載して下さい。
・どのような新製品開発事業を目指しているのか、
・その開発によってどのような効果が生じるのか、
・従来に無い新しさは何か、

2）新製品開発助成事業(日本財団助成事業)への申請予定
本FSは、公益財団法人日本財団の助成を得て実施している「新製品開発助成事業」へ繋げるための事業です。本事業が「新製品開発助成事業」に繋がることが確実であることの説明及び当該助成事業へ向けた予定等をご記入ください。

３．事業内容
事業の内容を具体的に詳しく記述して下さい。
簡単な項目名を決めていただき、その内容を具体的にわかりやすく記述して下さい。
例）１）ＡＡＡの調査　（各項目名(「ＡＡＡの調査」等)は、「４.実施予定表」及び、「６.事業費概算」において同一名称を使用して下さい（４及び６における例を参照して下さい。）。
４及び６を参照することで、ここに示す事業内容が、どのようなスケジュールで、どのような費用を掛けて実施されるのかがわかるようにしてください。）
例）２）ＢＢＢの設計
ＡＡＡの調査結果を基に、…………し、ＢＢＢの基礎設計を行う。
（具体的にわかりやすく記述下さい。）

４．実施予定表
「３．事業内容」に掲げた各項目それぞれについて、どのようなスケジュールで進めていくのかを記入して下さい。
	実 施 項 目
	令和３年度(2021年度)

	
	１／４
	２／４
	３／４
	４／４

	（記入例）
	
	
	
	

	ＡＡＡの調査
	
	
	
	

	ＢＢＢの基礎設計
	
	
	
	

	ＣＣＣの基礎実験
	
	
	
	

	ＤＤＤの試作
	
	
	
	

	報告書作成
	
	
	
	



５．事業期間
令和３年(2021年)３月～令和４年(2022年)１月
を原則とします。

６．事業費概算
	費　目
	金額(千円）
	算　出　根　拠

	調査研究費
		1,120
	ＡＡＡの調査
　　40千円×5人・日＝	200千円
ＢＢＢの基礎設計
　　40千円×5人・日＝	200千円
ＣＣＣの基礎実験
　　40千円×8人・日＝	320千円
ＤＤＤの試作
　　40千円×10人・日＝	400千円

	物件費
		500
	ＤＤＤの試作
	500千円

	合　計
		1,620
	



上記は一例です。本例に準じて費用の内訳を提示下さい。最左列の「費目」については、募集要項1.3の①～⑥を参照下さい（以下に再掲）。

①人件費	：技術指導や委員会のために要する講師、謝金、指導料、委員手当等の謝礼金と臨時傭人給等
②調査研究費	：設計、製作、実験、解析、調査等に要する人工費（1人日＝40千円を基本とします。）、設備使用費等
③物件費	：機械器具費、図書費、印刷費等
④事務費	：通信費等
⑤会議費	：会場借料等
⑥雑費	：その他

７．実施体制
主　体
応募された会員企業となります。
協力者
FSを共同で行う企業、研究機関、大学等があれば記述下さい。
指導者
指導を依頼する方がある場合に記述下さい。
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